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第 1回通常総会(溜)開催される

風薫る 5月22日、社団法人1111'111法人会の第 1Inl通常総会が、150余名の会員と 111]"国税務署長 ・

町田市長 ・東京税理士会IIIJiII支部長、 他多数のJitE買を迎え、 1111'1:1'1法人会杉浦青年部会長の司会

にて開会、 三橋会長の挨妙あ って議事の審議に人 った。

定敦の定めるそころにより 三橋会長、議長席につき 、斉藤常任理事より別紙議案書に基づい

て議事の説明と升一Jづ克儲監事よ り監合状況報告がなされ、1nJれも万場一致にて承認可決された。〆

引続いて、 西別府111]1'11税務岩長殿、 人ー下111]"1:lj市長代王ti!.にて大賞助役殿、細野111]田市商工会長殿、

東京税理士会IIIJ出支部長代収にて早川高Ij支部長殿のネ|卜Jlil、人IIIJ川法人会 に対しての今後の運営

についてのご支援ご協力を賜わる感銘深いご机辞とご挟J2をいただき、鈴木副会長の閉会の挨

拶にて第 1部の総会を終り、第 2部の懇談会にうつる 。
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可，守

、ー 挨拶
(社)町団法人会会長 三橋忠正

本日 、社団法人IHJ回法人会第ーイ亙|通常総会を開催致しました処、 JIIT田税務署の署長様始め幹一

音líの方々及び、市長様、商工会長様、税l]t'士会会長様には大変お忙しい処ご臨m~J!易わり又、会

員の皆様方には、何かと御多忙の処御差繰り御出11ft項きまして、本当に有難うございました。

IIIJ 田税務署の一昨年の間署にともない、私共が、非常に長い!~:案でございました社凶化の準

備もと、のい、昨年 8月社|互|化を達成いたしました。この社U:I法人として発足以来我々の上部

凶体である三多摩法人会連合会とか、或いは東京法人会迎合会、全国法人会総連合こうゅうふー

うな上部団体とも、大変密接に、い ろいろ連絡或いは |お識を重ねて今日皆様の御手許にご配り

した事業報告、大変多種多様な沢山の事業を、私共各地区会或は各委員会の役員の皆様が 8ヶ

月と云う、短期間ではございましたが、努力を重ねて参 1)、会員の皆様の御期待にそえたので

はないかと、いささか自負致して居ります。この差し上げました55年度の事業報告にその内容

を非常にくわしく各会との核渉或いは協議会、説明会とあらゆるものが記載されて居りますの

で、住|ド~~r貫ければ、役員さんの制Il努力の一端もお認め頂ける のではないかと j目、います。 何と申

しましでもこのように大変沢IIIの業給を浅し得ましたのも IIlJ川税務署の岩長様始め岩の担当官

の御指導によるところが、誠に大でございますが税f.lfI士会の先生方或は他の協力団体の御後援

とか又、役員の皆様の本当に献身的な制]努力と全員さんの佐IlW，JJとZうことでありまして、こ

の席をお借り数しまして、心から!享〈御礼申上げま寸。只今からこれらの事につきましていろ

いろと御審議を賜わりますが、 とうぞ皆様の格段の御協力により総会が無事終了，'1"，来ます様切

にお闘し、昨1しー|てげ徒p挨拶と致します。

挨拶をする法人会会長 三橋忠正
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祝辞
町田税務署長 西別府 久

本 日、ここに社団法人町田法人会の第 1@]の通?行総会にお招きをいただきご挨拶の機会を得

ましたことを大変光栄に存じております。

只今は新年度の事業活動の基本方針並びに事業計@I等の議事につ いて終始熱心にご審議を重

ねられ、諸議案を満場一致でご承認されるとともに新役員を代表されまして三橋会長の力強い

就任のご挨拶があり、組織の一層の拡大強化 と、公益的な幅広い事業活動を活発に推進される

ことと なりました こと は、私ども税務行政に携わる者としましでも誠に力強い限りであり、衷

心より深 く敬意を表する次第であります。

顧りみますと 、当町田法人会は、幾多の困難をのりこえて昨年念願の社団化 も達成され公益

法人としての第一歩をふみ出されたところであります。

現在1，730社の会員を有するまでに成長され、経営及び税務等の研修会、説明会等数多く開

催されて相互の研績に励まれ名実とも に兼ね備えた立派な法人会に成長されまして、企業経営

の発展と適正な申告納税に尽力してこられましたことは私ともと致しましでも 誠に心強 く慶び

にf甚えないところであります。

ところでH宇今の我が国を取り巻く経済情勢はこ"高承のとおり内外ともに誠に厳 しいものがあ

ります。

このよ うな状況下におきまして、今後財政の果す役割は極めて大きく 、その基盤を支える祖

税の役割と税務行政に謀せ られた責任は益々高まって行くことが予想されると ころであります。

そこで私共といたしましては、 '010'告納税制度の発展向上と納税者との相互信頼を更に深めるた

めには凡ゆる努力を傾注 していく所存であります。

どうか今後とも税務行政に対する 一層のご理解とご協力を賜りますようこの席をお借りしま

してお願い申し上げる次第であります。

終りに臨みまして、社団法人IIIT田法人会の限りない発展と会員の皆様のご健勝並びに事業の

ご繁栄をお祈り致しまして私のご挨拶とさせていただきます。

町田税務署西別府署長の ご挨拶
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祝 辞
町田市長代理 大貫 通助役

本日、大下市長がt~，席のうえ、ごあいさつを申し上げるイ'定でございましたが、 あい にく関

東市長会がございまして、そちらの理事ということで、 l山|

ら1-1::わつてごあいさつ申し上.げ句るJ次欠第てで、ごさいますのでで匂ご {承を!賜!場易わりたいと有存-じます。

本日は、IIIT田法人会が社団化 されて第一|瓦|の総会ということであ り、皆様方のご熱心なご斤1

5義のうちに、盛大に行われまして、まことにおめでとうございます。

また、こ のようなときに、この会に仕'，W;させていただき感謝にたえません。

平素より大先輩の皆様方のご指導ご協力のお陰をもちまして、 IlIflll市政も皆様方のご発展と

ともに、大きくなってまいりました。やがて30万の人11を擁する都市になろうとしていま す。

市が行う諸事業達成のための担幹であります市税収入も56年度は240億円という大きな数字

を見込めるようになりました。これは一般会計において52%を，Iiめるところでございます。

このように、その力がついてまいりましたのも、ひとえに本H、ご参列の皆様方の平素から

のおはねおりの賜物であり、厚く感謝申し上げる次第であり ます。

今日の、日経新聞の文化欄に、元大阪市の土木局長のiJ.l.i十lさんが書いておりますが、大阪の

下水道事業が50年経過いたしまして、こ、にようやく 98%の普及率にな ったと判じております。

町田市長代理大貫 通助役ご挨拶

私ども、 11fT田市の下水道事業につ いて申し上げますと、 IIITE日市の全体会計645億円のうちで本

年度の下水道事業の予算は61億9，677万円でございまして、 現在の普及人口も 95，113人とあいな

り、これは約31%の普及率でございます。

この事業の中で、いちばん大事なことは凶村局長さんのおっしゃっている ように人ー防止がそこ

まで行ったという ことも、地価の高騰の前のH百平1140年代までに、 ド水処判別場)'1=1地の90%を確

保したと述べられております。もちろん、その中には市民の皆様のご協力が作!とし山、ましでも

不可決であったこと‘思います。

都市づくりの中では市民の皆様のご協力が第 lであることは申しJ-_げ句るまでもありませんが、

その具体的な予法といたしましては用地の確保が最も大事なことであります。 これは皆様方公
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業のいろいろなお仕事の中でも、そういう問題があろうかと思います。町田の都市づくりの中

で問題となります公共用地の取i~1 ということは今後の町づくりの構想の中でも最も重要な問題

であり、緊急を要するものであろ うかと 行じます。

いずれにいたしましでも、その根幹となります税収入については、皆様方の ご理解、ご協力

をお願いしなければなりません。そうした ことにより 、は じめて良い111]づくりができるのでは

なかろうかと忠、って おります。

今後ともあいかわりませず、住みよい川づくりに向って、ご指導を重ねてお願い申し上げ、ま

すとともに、皆綴方法人会がさ らにはij)止 され、ご繁栄をなさいますことを心から祈念申 し上げ

まして、ご十)t.訂!といたしたいと イf じます。 イ正 ~['1にあリがと うございまし た。

祝 辞
町田市商工会長 細 野 英 雄

御指名を1Mきましたので、 ーパお り~ \.、のこ J失 J2i を 申し | ーげます。

本 lオは、 IIITHI法人会第 1Inl総会をIllJ似せられ、ご招待をいただきました光栄を、心から感謝

I~'I し Ut ます。

川て、先程'*、 ご守橋会長、議長のもとに、 11(1 キ11 55年度事業報告、lf~ びに決算幸|伴7 について、満

場 ー致を もって不認せられ、 X、11(1，(;115611度事業HuIiI& r-算についても慎革審議の結果、全

員賛成にて nf決せ られ、尚メ役員改選についても、就f壬J.J*-{j二を統過したのみで各役員共、

熱心に、お悲し いた、いておるのです行員留任をして項きたいとの適切な発百ーあり、之又満場

網野町川|荷I会長のご挨拶

一致をも って可決され、終了されました事は、真に素晴らしき事であ りまして心からお祝いを、

申し上げる次第であります。

IIIT団法人会は常に、会長を 1:1:1心に、役峨員が一体とな って、会の運営に当 られ、殊に、会員

の増強と、経営指導には、特に、力をiJがれ、会員の事業の繁栄を図ると共に、納税面に於て

も、正しき申告と、納税の為に税j去の指導に努めて居られる事は、会員の為に も、又、国家社
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会の為にも大きな貢献でありまして、 i栄く敬意を表するところであります。私が申し上げる迄

もなく町田法人会は、あらゆる分野に重要な役割lを判 って居られま すので、今後、更に、 一層

の御霊力をお願いすると共に、 PI]回法人会の誰々のご発展を祈念して、お祝いのご挨拶といた

します。

祝 辞
東京税理士会町田支部長 飯田義忠

第 l固定期総会おめでとうごさいます。

IUTI壬l税務署が新設されたのに伴いまして、社|立|法人IIIJEI:1法人会の設立総会が、盛大に開催さ

れてから本日の第 1回の定期総会まで、全員の皆糠を始め、役員の方々は、非常な努力を重ね

てこられました。本 日こ 、に会場ーー杯の会員参加|により総会が聞かれまして、役員改選を含む

議題の審議が活発に、 しかも、 IJ-Jiiii¥jに終了されまして、次期への発展のステソプが築かれまし

たことを、お-rJ{い"1，1しuずます。

東法連のいろいろな会議でお聞きして、法人会の組織化、組織率がいつも大きな話題になっ

ていることを承知しております。そして少しでも気をゆるめますと、新設法人の増加等で、パー

センテージが落ち会員増強運動が法人会のいつも変らさるテーマになっておるようでございま

す。

東京税理士会Iwr田支部早川高IJ支部長のご挨拶

法人会と 税理士会は、ボ規模事業者の税務援助をはじめ会員増強につきましでも、協力関係

にあります。

東京税理士会IIIJ田支部も 6月10/:1に第 2回の総会を迎えますが、やっと念願の新しい事務所

を111]田税務署前のビル 2階に設置することが出来ましたので、御報告申し上げますとともに、

今後とも、それぞれの社会的な役割を いかしつ¥協力を強めて行きたいと念願しておりま

す。

最後に、法人会の益々の発展を祈念してご技拶といたします。

- 7-



懇親会盛大に

開催される.グ

第一回通常総会に引続き総会会場にて懇親会は尾辻青年部会副都会長の司会によりす、めら

れ、 IUl旧税務署塚本副署長の乾杯をも って開催され旧交をl緩めつ、なごやかな雰囲気の中で行

なわれた。会は、前回顧問の中〆をも ってとどこおりなく終了した。
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新役 員 決 ま る
全役員留任

定政第14条第 2JUに基づきド記の役1.1が決定した。 I¥IIJ役tl任期lは定款にもとずき 2ヶ年とす

るO

社団法人町田法人会役員名簿 (日日6.S. 22ヰW.l

Jl~.事(会 長) 三橋忠 1正 i望事 ー渋谷栄二

|日l (副会長) 石井儀 |司 秋 J己 馨

!日l 11 鈴木英 11: !日l ヰ}r 井 r夫~ 

liiJ (汗;{で珂'IQ 八木ド正男 liIJ 小川量司

loiJ 11 斤之上官犬 IIIJ 松山在九

liiJ 11 古関降幸 lilJ 飯田直敏

[iiJ 11 力11 藤忠男 liiJ 小 111 克 巳

|百] 11 萩ノ1-:問 |専 |日l ;L 田泰

liiJ 11 矢巻勤二 |日l 尼 i上 11'1.: 

!日l 11 十j. fIl ご{三I包I liiJ れ村英雄

Ii，J 11 斉藤 製? |日! 日本 HI 義徳

l，iJ 11 :-l;' 崎雄志 liiJ 千JlI 芋虫1¥

[iiJ 11 i集 義'TJ f，iJ 大川健次

|日l 11 森山兼光 liij す;:林忠次

[日l 11 諸橋良吉 liiJ 嶋重

IIiJ 11 中島 貞雄 liiJ +:下公福

|日l 11 杉 j市 イ 吉 男 [iiJ )1・上輝!!百

!日l 111 中耕作 監事 :l;. 尺正義

而l 井上恵|専 liiJ 11: .1..茂留

Ii1J 松村邦 i合 !日! 鈴木酉市

¥ .， イザ

ー /ヲ崎 lJ 
f¥(心1

9 -



。青年部会第二回総会町田市民ホール会議室にて聞かる

青年書li会第二l口l総会は 5月15日午後 4時よリ町削di民ホール第 4・5会議室に於て、来賓と

して町川税務署法人税部門大津第ー統:I}iI0I主ぴに戸波指導官を迎え、税会より三橋会長、石井、

鈴木[，1日Ij会長、Jt卜戸![事列席のもとに開Hl~された。加l 縁部会監査役の進行によりすすめられ、

;二橋会長の技修;I1:び、に杉im部会長の技妙にり|続き、古li会規約第 9条に基ずき部会長を議長に選

lI'，し議事に人った。第 13J-議案・ s{ltl155 {!'-J主事業幸II行水認に関する件。第 25-議案・ Hi{和55年

度収支報?;-J両立に関する件。第 3号議案・昭和56年度事業計{由J(案)水認に関する件。第 4号議

案・ Hli和56年度収支 f草(案)承認に関する件。以 1'..J 議案は全て満場 -itで承認された。また

第 5 出版・役員改選に|対する件は全役 tl官i任を基本とし卜に抱げる人選をもって創立された。~

なお、これにより本ij'.1支の青年部会は事業活動の u本'1"1ーを堅持しつつ、/両立されたスケジュー

ルに沿ってひらかれたj恒常を基調とし作柄の事業活動を推進することになった。議事終 ff麦、

>/(賓大 iI~第作元日行より初日宇をいただきとどこおりなく総会が終 f した。

会ごあいさつ 青年部会長 杉浦信男

本 11 、社卜tl法人間flllìL人会「青年部会」第 -.1口 J*1~会の開催にあたり、ご*=賓 f千代、)1:ぴに親会

役H ñ- f川手には大変ご多11)11' にも折j りませずご I~!: ， W; を l切りまして感謝1/ 1 しトーげる i大第でござい

ます。え古li全員の背紋Jiには業務ご多忙のなか!I'，I:I'，'ドさいましてイj1tffうございますの

ご案内の j凶り、 ~'l 青年部会は親会の多大なるこス~ }Jをいただきまして、昨年.JJj、実に 136

fうに投 J~' 多数の青年続'(;~;ri-の結集をもって充足をいたしたのでございます。

1{t([りみますと、 HH'.1虻はIlIfHI法人会の十1:11'1化改品11という文字通 1)大 '1';$ をクリアーし、 ~Intj

法人会:30{!'-の歩みに新たなる礎を築いた立義深い{f'-でございましたり

う伴li会も組合の要Jltiに本づき社|寸|化j土!えに対する .~I:! を判い、法人会活動の卜ーで、 i't iJi:な経験

を体得しつつ本~!.全の CU(にいささかでも応える事が!lP!<: たのであります。

しかしながらー)jでは宇連の社I-tl化推進作業の取*11により期目;lIi11ilの'変更を余儀なくされ、

為に部会独J'Jの事業i訂正iJJがおろそかになった点は市めない事実でございました。

夏草1Iには111flf I 市民ホールでのセミナ一、秋には税を矢11る週間の行事として税務行政懇談会を ‘' 
開催したものの圭IJ氏背係むの期待に応えIfff' 心|犬川のIjlで、初年度の終了をみた事に刈しはなは

だ責任を怖感する次第であります。

さて、 iIt近の経済'IW勢に|浪をむけますと依然としてi14迷の度合いが深まり先行の;景気動向極

めて計り総， .状況のもとにありまして、事業の環I立にも多様な影がしのびよってきているとい

っても過吉ではないでしょう O

このような内外ともに厳しい時代を迎え、健全な合業として耐え、発展を似lっていく原動力

はなんといっても車王常打1'1身の資質を1111める姿勢とたゆまぬ努力ではないでしょうか。

従いまして、 :11部会の活動の基軸を1'1らの研績の機会と部会員交流の場の確保に求めたいと

思うのであリます。

折から財政再建問題に呼応し税に対する関心が寓に高まりをみせておりますが、税務の問題

は正に事業活動の延長線トーにある事だけは疑う余地がありません。

幸にして社同化二ヶ ~-rl に人り親会においても組織機構の充実と定着化がなり地区会を初め
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とするキメ細かい活動が開始されておりますが、当部会としても本稿始動の年として新たなる

気概をもって部会運営を期す所存でございます。

若き世代の有する柔軟な思考と斬新な完走{そして新しい感覚を集い、部会活動を推進しよう

ではありませんか。

ご米賓各位抜ひ映に親会役員外仕様の一層のご理解、ご指導を切にお，~.([¥，、申し Lげます。

なお、本 1'1は第 2部としてかねてより念願でございました文化講演会を TBSアナウンス室

部長根本勝起氏の絶大なるご協力を賜り、ここに'だ現されますことを深く感謝，tlし一1--げる次第

でございます。

講íWの綬本勝起l\: には業務傾めてご多忙の折にも拘りませず「青年部会 ~}---IIII講演会』の記

念すべき催しに快よく講師をお引き受けドさいまして咋くお礼fj'し卜.げます。

ご/示長I1のtiも多いと存じますが、氏はTBSアナウンス室の部長職におられる傍ら、自らも

定時番組をtH."iされ造形の深いしかもさわらかな語り 11で聴取者を魅 fしている人気アナウン

サーでもございます。

本 11は明運命の1'1'，合い、その人々の'1:き}j" をテーマとして講演をいただきますが、日常仕

事に忙殺されているわたくしたち青年肘に、心のオアシスと人間形成の糧ともいえる感銘を期

待してやみません。どおかよろしくご清聴の科お I~n ¥，、tJlし Lげます。

青年部会役員

部会長 杉 ilfi 1古川 胸 中野尾 2 2 -3 556 

中 者11'1，:ー 1:業側 92-0658 

!己辻 )]'1-: 蜘 tE巧合 2 6 -7 7 7 1 

副部会長
金 r- f111太郎 側金 f商'，i; 3 5 -3 309 

金 r- I住 (千))令子洋品'，l{ 7 2 -3 045 

固 昔日 的)そのべ商'，I; 2 5 -3 1 6 6 

帝国野敏Mi 的)綿尾 ~{.mü，î; 2 9 -5 2 9 8 

ノ.L、、
斎藤 ?岨;;.: (イ1)さ L、とう 2 2 -3 747 

加 >>;泰誠 附加藤イi材'h 2 3 -0 3 2 4 

J三L4n主トt.~~~~ 1i
三沢健二 (10ミサワゴルフセンター 91-0756 

青木幸雌 側 fll武石川i 7 3一79 2 0 

及川 征 労 (伺及川食 J 2 2 -2 636 

矢巻恭一 ~Ir 111 .ガス(掬 91-1411 

若林 f;i: 伯).ff林J:務応 91-1192 

l局 尾 I'I' II-IJ尾建 設 側 25-1211 

市? 事 渋谷 』任 (制いちのや 2 2 -2 4 3 0 

斎 藤 (初斎藤楽器製作所 2 2 -3 348 

B反 fH 秀樹 蜘飯田原本!占 2 3 -0 7 1 1 

五十子 育 t官 陶ti_十子石油 2 3 -4 4 0 8 

宮沢憲一 刷古沢商庖 3 2 -8 0 3 8 

11 



秋 Jじ 富 I ~ 1:11 )，;11 v附 42-3321 

111 ，q |径 F (t，j<)川 .(-bIffj )II i 2 2 -3 3 2 7 

司~[I、f二 原 秀夫 i青水l宅製パン(イ二j) 2 2 -3 3 0 6 

*111 野利 1) 的)細， ;1'[';米l，ii 22-2676 

橋{言 介 側'j::ノk恨み〈の会 23-1555 

鈴木攻 附鈴木栄日;~J/i 2 6 -9 8 1 1 

相11 沢 秀秋 (イil 2 2 -2 4 8 7 

i;作 事 占，1:陪 DI¥ (術 相If~ ，fH )，1 i 22-3151 

十l 111 II({ (附誠 手11， {fj ・ I ~ 2 5 -7 904 

111 木 総: (株)ア イコ ー 9 6 -7 7 1 1 

大 i)( IIr1 j'J; 側 111J川 !?J↓: 9 5 -0 0 2 5 

11，品 111 萩ん f:;1込l 州総イト |χlll: 3 5 -5 0 6 9 

~: III 野 :i';; I~k 小型I'路イiilll(.l，刻 3 5 -2 048 

イi )11 ì~~ - . rq¥ 愛 i，('Il'fj 'IQ仰 3 5 -2 6 2 0 

江主 i欠 q， '1'興ド(臥) 2 3 -2 5 9 4 

J失拶 をす る竺間会長

12 



。青年部会第一回文化講演会 TBS ・アナウンス室部長榎本勝起氏

140名が出席、盛大裡に開催

青年部会第二回総会に引続き 1111田市民ホール会議室に於て青年部会主催第一回 (公開) 文化

講演会を講師にTBSアナウンス室部長、 f夏本勝起氏を迎え 『運命の出合い、その人々の生き

方』をテーマとして 140名の参加者を得て盛大に開催された。ラジオ放送でおなじみのあのさ

わやかな語り口で、徳川夢声、長島前巨人軍監督、芹沢八段、美空ひばり、デビ夫人など次々

と・・・・...それぞれの分野で果敢な人生を歩まれている先達者のと|ぞきさまや職業意識をさまざ

まの角度より披露され期待にたがわぬ深い感銘をうけた。最後にある 日突然病魔に襲われ障害

者をもっ家庭とな ってしま った一家族の話し を通し障害者に対する相会の関心と暖い心を訴え

た言葉でむすばれた講演会は正に充実の 1時間40分・・・・ー・目・・・.7"]雷の拍手のなかで終了した。平

素仕事に忙殺されている青年層に心のオアシスを求めて企画された第一回講演会は榎本勝起氏

のご尽力により大きな成果を収めることができた。

講演中の榎本氏

13 



。定例理事会開催について

5 JJ 7 11開催された珂事会にての議決ーが川として今後定例聞事会を開催することが決まりま

した。

開催 1111、子は、何JI第 3火11在!日としてH、¥'，/I¥Jは午前11時より昼食をはさんで午後 1時半まで、招

集の範I'~ は定款の定めるところにより、胤!l:J、相談役、理事、監事とし、 ßITHJ税務署幹部、lJi.ぴ

に*点HUljt1:会川川支部の清光ノ1:}jのニーlii，:，)，y;をいただき、田]川脱務将 :3lifr人ー全議室を会場とし

てfl'UII、第 11111の定例会を(j) 1 Ui 11 ，こ第 21111の会合を 7)J2111'こ開iWいたしました。

件川とも 40放tのご，'1'，)，市のもと i吊先なこ¥色;見が交わされ阪めてのーなま主に終了致しました。

ì.t人会j主計の基燃となるこのJIII'J~会が 1 11 1 を煎ねるごとに内本も先実し町 111法人会の発展に大 司e
いに妨げ.7できることでしょう O

。三法連正・副会長、事務局長合同会議開催

すでにご Jf¥1;11のとおリ、 ー多摩法人会j宝介会の事務担当会が、 5611'-4 )1より(社)11I]i1l法人会

に引継がれました。

:.i.tj宝の通常総会が米る 8) 1 11 11 に午後 211寺よリ、正t歳野IIi三!既に，I庁イ1:する蜘横河電機製作

所に於L、て開催されることに決まリましたのでその開催方法ーその他総会位出議案等についての

審議のため、三多摩法人会連合会の¥[・副会長、事務局長合i司会議が去る 7月9日、午後 3時

より川町111:3r 11の:兄において聞かれました。岡r同法人会からは、三橋会長、石井副会長、

鈴木(英)、加藤三jよー述fltIt;、 と'jC務)"J2人の 6人11\)，市他会よ 1) は itJ詰~Í'、東村111 よりは会長寺

務f'lt事、 'Jq'JfI，;j 1七の件 3折、¥'/:川、八 1:{、青梅、武蔵府Ij'の各会よリは会長、事務局長の件

2 ?"づっ介。1I'22t 11'，1市議案の事議をなし、終って、引続き懇談合をiJない 511寺過ぎ終 f致しま

した。

。会員増強委員の増強推進運動実施

7 I J 1 I1より、会民増強委L-1の会Lt噌強;fがjが実施されて居ります、全L1の増強はご承知lのよう

にi去人会通常を左イiする帳めて市要なh'与のーツで、(社)東京法人会連合会にては、56年度の会

L1JVtrJ主運到jの)1r.¥Iを 10)1Il!J'こ'よめこのII¥Jあらゆる方法と努力を何iiJ.し'五施する計耐lを樹¥'/:し ‘' 
て!計りますのでこれにI1刊必、11法人会にでも粘)J的に増強運動を民間する，i!'jllilですので委員会に

てはfii:*よリあらゆる全日明偵if仙のんu、が実施されてきましたがそれ灯、上の成果を期待すべ

く各科[};i去を険討ニれによって引ft:.WI'JrtiJ恒1UJを推進しその成果を今後の全員増強運動の手段と

して探111すべく 11ド榊強運動実胞11'ですのでその成果は今後の運動に充分期待出来る事と，也わ

れます。

や東京電力『福島原子力発電所」見学会青年部会が実施や

ドl民生活・経済活動の根幹をなす '，11JJの!llJ題についてはひとしく関心をもっところでありま

す。 30年代には水力発電から火力発屯へと変転移行されてきたエネルギー源もこれからは増嵩

化する電力i需要と石油をとりまく幾多の要1-"1から原子力発電がエネルギー問題の大きな決め手

になると言われております。そこで青年部会で、は事業計画lの中でエネルギー問題に関する認識

を深めることを目的とした原 (}J先電所の見学会を立案、 7J]7fl、 8日に亘り東京電力側多

14 



摩支庖IIJT 間営業所のご1hiJ力をいただき |日l社福島原ー!こ力発t江戸Jí の 見 ~'t会を 30名の参加者を得て実

施いたしました。早朝1611寺定刻パスにて ，'J'，発、 --lfn京-Il自動車道より郡山経由福島県双葉郡双

葉IIJ]、大熊IIJ]にまたがる福島第 1)~~i子力発電所に午後 1 11寺にぎ1)者。早速サービスホールにて原

発についての懇切なる説明と講義をうけた後約 2尚一11i)に亘 り懇談会を開催、終始若者らしい活

発な質疑と語、見交換がなされた。次いで原イA炉、発'，U機等の実物大の模型を見学し、 100万坪に

及ぶ広下な敷地に 6~iし1 70 )J kW (京芯合発11fLの約15%) が辺似されている構内を 見学した。次

に運転管理者を養成している BWR.オペレーター トレイニ ングセンターに 凶 りシ ュミ レータ ー

による1iJ1修の状況を比午・し第 1EI 1=1の行むを終 fした。的介の中"双l可f休養ホ ム「ふたば荘」

では和気あいあいのなかで懇組合を開催した。第 211 11は'，0;!，'Ii)川 と楢';'w111 Jにまたがる福島第 2

原チ力発混同iを訪れ約50)jf干の敷地に110hkW 4 OI，~ の~ ， :)t lll の引場を見学、利 |立中の原子炉をは

じめ建設J:事1/1の引場 ，l;;のj瓜対は圧巻であった。 211 11に11.りノド ドスケジュールではあり

ましたがエネルギー似の多様化の必要性、 lui発推進の1'1、|際的勢、 14ljEの十|組、安全性、問題，1，I，i:

等多角的な州修と説lリlをうけl京r1J発電に刈する認識を深められた成果は似めて大きいものが

あります。j'-iI封lはー 凡に!illかずとか申しますが、今川の比三;::会の以来を長引する最もふさわし

い 言葉ではないでし ょう か。 ~~ ;~(屯力側を はじめ i見l係名に心 よ り i采謝する次第であります。
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コラム-

gzz持税務署が一番親切
一一不親切の筆頭は国鉄一一

「行政改革」が叫ばれるなかで、|玉l民は行政の現状にどんな印象を持っているか一一行政サ

ービス評価調査の結果が行政管瑚庁の手でまとまった。これによると、よく窓口を訪れる役所

のうちで、国民が-番「親切」と感じているのは税務持で、社会保険事務所がこれに続き、逆

に最も「不親切」なのは同鉄、という評価だった。この調fE結果は、各省庁の意見も聞いたう

えで、今月末にも中将根行管庁長nから閣議に報行される。

この評価調査は今年三JJ、全|玉lで約三千ヵ所の役所の窓口を選んで、行管庁の職員が直接出

前)~、てサービスぶりを調べた。 r親切度」は、 「頃反恥-¥γ!点I

所など十種類の役所百計計|十'J五I.(行{七 iトa 七力所を選ぴ、そこを 1市れた利用者六千百十二人からの聞き取

り調査によった。

それによると、 「親切」と符えた利用者の多いWi若手は①税務署([日l答者の69.3%)②社会保

険事務所 (63.1%)③職安 (58.1%)④電報電話局 (57.5%)⑤厚生省所管病院(48.5%)⑥郵

便局 (46.4%)⑦法務局 (42.5%)⑧文部省所管病院 (39.7%)⑨陸連事務所 (33.5%)⑬国

鉄 (29.8%) だった。

税務署がトップにあげられたことについて、行管Ii'は「恒l民にはあまり歓迎されない税金を

徴収するところなので、かえってサービスに気を使っている点が認められたのではJ 0 r不親

切」トップの同鉄についてのコメントは「待合室が狭く、清潔でないことなどが不評を買った

一!大.]J。

--Ji、この聞き取り調慌のほか、行政監察の結果や行管庁に寄せられている背情の内容など

を加味して、 ~lJ庁が「総介判定」した結果は「税務帯、郵便局は努力のあとがみえる。社会保

険事務所や法務局などは努力が足りな ~'J となっているJl月確なランク付けは明らかにされて

いないが、こちらの評価は、1/1特根長宵が呼ぴかけた行政サービス改革運動への「協力度」が

司ー

判断基準の中心に据えられている。 ‘' 

編集後記

O 例年にない早目の梅雨明け、そして記録的な熱L、夏。まずは署中お見舞申し i二げます。

O第3サは、盛夏サ仰として総会記事を中心に編集、広報委員会の正に汗の結品です。乞叱責。

0会報の題字筆者と申せば凶別府署長殿、過日退官せられました。前署長の前を記す筆の重さ

はひとしをです。新しい分野でのご活躍とご健勝を心より祈念申し上げます。

O 後任の西川新署長殿をはじめとする署関係の異動の記事は次回号にてお届け致します。皆様

方のー尽のご指導ご協力を切望いたします。(広報委員会)
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法 人 名

側マグトーン
エレクトロニスジャパン

(村渡辺市庖

フタパ産業脚

ビソグナインワールド鮒

附 塚 日
~ 

(イj) 町旧精機

(イ])孝篤ビル

(イ1I三 栄 lfh 事

(1i)石井建材

(知英和 L 房

(付柿原1l"H全

g"t ~.易商事(附

(1i)宝 英 地 所

(株)アートフロンテア

仰石川製作所

、， 制小 川 建 設 r業

ダイユー電((却

(千i) カカ、、ヤキ

(有)周防設備

(有)高ヶ坂フクイ

東陽開発側

サウンド、メディック附

楠本工業附

新会員のご 紹介

代表者名 所 在 地 業 種

柏木紘千
中町1-30-8

電気器機設計製造販売?fJt:町'田ピル 3F 

i度辺 進 原111]"田4-12-2 建設資材運搬

ド111 勉 森野4-3-18 建 ヨiiX凡d 資 キオ

奈良 静子 南成瀬7-3-15 化粧品、 健康食品

塚111 il:芙 原IlIrHi5-3-8 i阿世ii . 食料品

新!-f d'f 成湘!5119-1 金 1¥'1 グ〉 ヨ"止11. 

五ート (1: 森野1-22-5 不動産の賃貸

、ド111 英ifi
南11比i頼7-19-8

不動産の売買12-501 

liJI二百Uff一 小111111[2485-3 建 ネオ 業

諸角 英刷l 金森972-5 建 築 三iiX.凡， 業

f，tj)~f 卜シ( 相IM115-1 石鹸・化粧品版売

桜JI'平IJリj 相!日f534 観光事業・金融

1黄前英一 キ~1\;(3134 イJ 重力 産 業

滝川 1m彦 王川学院18-24-43 建築及令物 L事

イi111 茂'17 成瀬台2-2:3-23 自 1i力 :ヰt [人j 装

小JlI1J己 上小IIJHllllfl 75-4 建 業

大友 ll:¥: 忠、'te3-11-} 電 子 機 T"2" 1千

大，lb 婦久 能ヶ谷655-18 競走，馬の育成

茂!忠秀II!{ 木曽2248-} りト /ド 事

官HI 政雄 高ヶ坂1826-9 家 電 版 7三量E=f 

+前 英夫 中町2-28-} 士 木 工 事

森 I裳 森野1-25-6 補 聴 器

楠本 明夫 っくし野1-10-2 機 械 中丑 立

一← 17-

自 56.3. 3 
'f. 56. 6. 30 

電 話

29 -0051 

26-2544 

22 -9339 

28 -7525 

25 -2661 

27 -0941 

26-7041 

26-36751 

97 -3045 I 

96-5340 

71-2064 

72 -7545 

82 -6621 

25 -9812 

27 -2678 

97 -1683 

92-0788 

34 -2921 

93 -1250 

23 -3013 

26 -9570 

25 -5214 

95 -3835 



~ 

法 人 名 代表者 名 戸五 在 地 業 種 電 話

(布美容室イクドール 加瀬 本町田4367-4 美 タ宇E台，~ 業 25 -4875 

福岡産業側 古本邦夫 鶴間1856-2 電線販売加工 95 -5870 

側経営プラン協会 沢野広次 忠生4-5-3 販売及美容業 93-1011 

側 日 日目 中村 np，弘 南成瀬1-4-12 日 用 雑 貨 28-5592 

陶情報処理技術研究所 石川 裕 中IIIT2-7-2 計算システム 22-6390 

側デンセイ 太田 )1顕微 原町田2-29-1 パ ソコン、電話機器 26 -7911 

(郁千葉f中栄ハウス 千葉 |径行 相原111]480-90 自然食品販売
73 -'7558 

健康器具取扱、不動産

勝倉スレ ー ト(伺 勝倉成芳 !茨i頼1670-24 瓦 材 96 -4706 

嗣 永 利 企画 永利 武人 高 ヶ坂1792 舞台の企画、制作 28 -1466 

才 一 電 気(伺 佐藤
木曽町855-1

防災設備、 電気工事 91-6790 
公社住宅36-502

(布 盛ノ且、 漢 ，』s門μニ. 御生国久義
!巴町1-19-21

美容 ・ 針灸治療 28 -7607 
あかつき荘205

友 利 自 動車 (附 老沼好き;ー 本IIITl33327 各 種 自 動 車 ・新車 ・ 22 -2161 
中古 車 販 売 並 に 修 理

(布笹山商 会 笹山 義雄 本町田1101-13 化 成 に1 22-8006 日日

(布 寿 産 業 小堀 孟男 日比j頼2126 ビノレメンテナンス
(連絡先)
045 
961-6720 

備)サン エ ブリー
真木 完苫 原町田3-17-2 綜 合 食 品 ・雑貨 25-9531 

町界中 PIT庖

(布 永興 電 業 社 勝永 武 森野5-10-26 鉄道関係信号装置設備 26-4453 

側都市綜合政策研究所 渡辺浩一郎 南大谷1329 都市計画の調 査 23-3336 

(伺伸光 塗装 水橋正男 金森1278 f克 イ寸 塗 装 業 96-6174 

(有)小出 商 庖 小出 喜朗 南成瀬6-12-17 自 転 車 ・バイク 28-6901 

側新日本サイエ ンス 鈴 木勝也 つ くし野4-23-6
(営 業所)

ソ フ 卜 ウ ェア 044-
854-2337 

側大久保組 大久保正一 森野2-12-12 道路舗装 工事 22 -0278 

-. 

nD
 


